

































































表 1 死別・喪・悲嘆 



































表 2 グリーフケアの分類（引用文献 8 より引用改変） 

























日本人が抱く死生観を表 3 にまとめた 11。 
 































習と深く関係していることを示唆している。日本人が抱く遺体観を表 4 にまとめた 11。 
 



























































































を目的としており 1,2、最期の時の「顔」の重要性を示唆している。  
 
(3) エンゼルメイクの実際 
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